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榛東村議会 検索

たんぽぽふわり
ぴかぴかの1年生第１回定例会

教育・福祉を重点に過去最高…………２
将来を見据えて新年度の事業を……４
７人が村政を問う……………………11
議会だよりモニターの意見…………25 ●マスクは撮影時のみ外してもらい、３密を避けて

撮影しています。
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総額

億円105
　令和４年第１回定例会は、３月１日から14日までの会期で開かれました。一般質問は、７人の議 員が行いました。人事案件１件、条例改正10件、令和４年度予算等の議案34件
が提出され、原案のとおり可決されました。追加議案で発議２件が提出され、１件が可決されました。

詳細については、広報しんとう４月
号４・５ページをご覧ください。

に過去最高
注目 気になる主な事業！

学校整備事業
9291万円9291万円

北小体育館空調設置及び照明改修工事、
中学校特別支援教室増設等

公営企業会計11.8億円
今までの上水道事業会計と下水道
事業会計（公共下水道事業、農業集
落排水事業）が、公営企業会計とし
て管理運営されます。

行政手続オンライン化
1980万円1980万円

子育てや介護関係の手続きが
マイナンバーカードとパソコン・

スマートフォン等で
可能に
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令和４年度 予算を可決

　令和４年第１回定例会は、３月１日から14日までの会期で開かれました。一般質問は、７人の議 員が行いました。人事案件１件、条例改正10件、令和４年度予算等の議案34件
が提出され、原案のとおり可決されました。追加議案で発議２件が提出され、１件が可決されました。

教育・福祉を重点
注目 気になる主な事業！

特別会計30.6億円
特別会計は、国民健康保険、後期高
齢者医療、介護保険のほか、学校給
食事業と太陽光発電事業です。

一般会計予算歳入
歳出62.6億円

みんなのお財布

予算額
税負担額
借金（村債）残高

●

●

●

●預金（基金）残高

42.9（  1.6)
10.9（  0.8）
13.5（▲1.5)
31.1（  0.8)

住民１人当たりの予算
（万円）

対令和３年度当初予算
▲…はマイナス

地域福祉計画・
地域福祉活動計画策定

357万円357万円

必要な資料作成を行う
（アンケート調査等）

新型コロナ
ワクチン接種事業

5734万円5734万円

３回目のワクチン接種の実施など
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教
育
施
設
改
修
の
計
画
は

小
学
校
の
空
調
や
照
明
等
の
工
事
以
外

に
必
要
と
さ
れ
る
改
修
の
予
算
は
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

北
小
・
南
小

の
本
校
舎
の
老
朽
化
に
つ
い
て
の
改
修

は
、
予
算
計
上
を
し
っ
か
り
に
ら
み
な

が
ら
、
今
後
数
年
に
か
け
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

防
災
備
蓄
品
の
活
用
は

今
ま
で
は
期
限
が
迫
っ
た
備
蓄
品
は
総

合
防
災
訓
練
の
際
に
配
布
し
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
訓
練
等
が
中
止
に

な
っ
て
い
る
現
在
は
、
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長　

防
災
訓
練
が
何
年
も
で
き

て
い
な
い
状
況
で
す
の
で
、
液
体
ミ
ル

ク
を
除
き
廃
棄
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

有
効
な
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

年度の事業を 賛成多数で
可 決

問問 答

ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
人
員
確
保
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
、
健
康
保
険
課
の

業
務
が
増
え
て
い
ま
す
。
人
員
は
不
足

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

健
康
保
険
課
長　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

に
５
名
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
配
置

し
ま
す
。
こ
の
う
ち
接
種
会
場
の
み
従

事
者
は
３
名
で
、
他
に
学
生
ア
ル
バ
イ

ト
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

児
童
館
の
老
朽
化
は

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
児
童
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

老
朽
化
に
よ
っ
て
全

体
の
修
繕
が
必
要
と
の
点
検
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
だ
け
で
な

く
、
廃
止
も
含
め
た
検
討
の
時
期
に

な
っ
て
い
ま
す
。
代
替
施
設
と
し
て
防

災
複
合
施
設
や
ふ
れ
あ
い
館
の
中
に
も

子
育
て
世
代
の
方
が
集
え
る
よ
う
な
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。

問 問答答

答
　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
３
月
２
日
に
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
３
月
４
日
に
慎
重
か
つ
厳
正
な
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

を
集
約
し
、
要
望
事
項
を
提
出
し
ま
し
た
。

児童館の今後の計画は
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将来を見据えて新

一、消費期限の迫った防災備蓄品の処理について、現在のコロナ禍では村民に対してイベ
ント等での配付が困難であることから、その有効活用方法を検討すること。

一、生理用品が取得困難な方への支援策として、要因となる実態や他市町村の状況を調査
研究し、起因する課題の解決に取り組むとともに、必要な場合は公共施設及び学校の
トイレに配置できるよう検討すること。

一、教育施設の老朽化に伴う改修が計画的に予算化されているが、次年度以降を含め、実
施に当たっては補助金の有効活用を図ること。

要望事項を提出

予算審査 特別委員会 令和４年度一般会計予算

学校のトイレに生理用品を

生
理
用
品
の
配
置
は

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置
す

る
所
が
増
え
て
い
る
中
、
安
心
し
て
子

ど
も
た
ち
が
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
設
置
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
が
、
新
年
度
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

保
健
室
で
必

要
に
応
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
ト
イ

レ
に
置
く
と
、
貧
困
や
子
ど
も
の
心
の

問
題
な
ど
を
見
逃
す
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
今
後
も
他
市
町
村
の
情
報
収
集

は
し
て
い
き
ま
す
。

問

答
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現　

行

改
正
後

出場手当
日　　額

1,600円

⬇

8,000円

７時間45分未満
の訓練等の場合
は別に定める額

報 酬 額
月　　額

2,400円

⬇

3,100円

（ ）

条例
改正

　

被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
被

保
険
者
均
等
割
額
を
引
き
下
げ
、
併
せ
て
軽
減
判
定
さ
れ
た
被
保
険

者
均
等
割
額
を
改
め
る
条
例
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。�

�

《
全
員
賛
成
》

　

昨
年
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員
の
期
末
手
当
の
支

給
月
数
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に
準
じ
、
議
員
、
村
長
な
ど
の
特
別
職

や
職
員
の
期
末
手
当
を
減
額
す
る
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

�

《
全
員
賛
成
》

　

消
防
庁
に
お
い
て
非
常
勤
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
に
従
い
、
報
酬
等
を
改
定
す
る
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

�

《
全
員
賛
成
》

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の

�

均
等
割
額
が
引
き
下
げ
に

消
防
団
員
の
報
酬
等
を
改
正

期
末
手
当
を
0
・
15
月
分
減
額

議会議員、村長等の特別職の職員の期末手当の改正

６月期 12月期 合　計

現行

改正後
（令和４年度以降）

2.225月

⬇　　
2.150月

2.225月

⬇　　
2.150月

4.45月

⬇－0.15月
4.30月

一般の職員の期末・勤勉手当の改正

６月期 12月期
合　計

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

現行

改正後
（令和４年度以降）

1.275月

⬇　　
1.200月

0.95月

0.95月

1.275月

⬇　　
1.200月

0.95月

0.95月

4.45月

⬇－0.15月
4.30月　　

国民健康保険税の均等割額改定分

現　行 改正後

医 療 費 分 25,000円 ➡ 24,000円

後期高齢者
支 援 金 分  9,000円 ➡  8,400円

介 護
納 付 金 分 10,000円 ➡  9,000円

その他、軽減判定となった被保険者均等割額
も引き下げになります。
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人事
案件

発議

　

こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
た

岩
田
良
子
氏
が
、
６
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
新
任
の
人

権
擁
護
委
員
の
候
補
者
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
を
議
会
が
同

意
し
ま
し
た
。

�

《
全
員
賛
成
》

人
権
擁
護
委
員
に
清
水
氏
を
推
薦

清
し

水
みず

　秀
ひで

夫
お

 氏
（長岡）

令和４年７月１日
から

令和７年６月30日
まで

任期

特
別
委
員
会
の
設
置

�

賛
同
得
ら
れ
ず
否
決

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
ロ
シ
ア
軍
の

　
即
時
撤
退
と
平
和
的
解
決
を
　

　
　
　
　
　
　
　
求
め
る
決
議
可
決

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
…
法
務
局
と
連
携
し
て
人
権
相
談
を
受
け
た

り
、
人
権
侵
害
の
被
害
者
を
救
済
し
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
島
由
美
子

提 

出 

者

　
　
　
　
　
　
　

村
内
バ
ス
並
び
に
防
災
行
政
無
線
の
村
民
利
用
最

適
化
を
調
査
検
討
す
る
特
別
委
員
会
の
設
置

提
案
理
由

《
賛
成
１
・
反
対
９
》

討
論

�

生
方
勇
二 
議
員

ま
ず
は
常
任
委
員
会
で

�

議
論
す
べ
き

　

村
内
バ
ス
は
、
過
去
に
試

験
運
転
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
、
特
定
の
利
用
に
偏
り
、

効
果
が
期
待
で
き
な
か
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
現
在
は
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
等
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
村
も
調
査
研
究
を
重

ね
て
い
く
と
答
弁
し
て
い
ま

す
。
防
災
行
政
無
線
は
、
技

術
的
な
改
善
要
素
が
多
く
、

こ
ち
ら
も
調
査
研
究
中
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
特
別
委

員
会
の
設
置
は
、
提
出
者
も

所
属
の
総
務
産
業
建
設
常
任

委
員
会
で
議
論
の
上
、
必
要

の
可
否
を
判
断
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
反
対
し
ま
す
。

反
対

南　

千
晴
、
清
水
健
一
、
小
野
関
治
義
、

善
養
寺
孝
、
生
方
勇
二
、
中
島
由
美
子
、

波
多
野
佐
和
子
、
三
俣　

実
、
須
田
仁
美
、

齊
藤
将
史

提 

出 

者

　
　
　
　
　
　
　

本
村
議
会
が
平
成
７
年
に
決
議
し
た
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨
に
鑑
み
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
攻
撃
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
主
権
侵
害
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
軍
の
即
時

撤
退
と
政
府
に
平
和
的
解
決
を
求
め
る
こ
と
を
決
議
す
る
た
め

提
案
理
由

ウクライナからのロシア軍の即時撤退と
平和的解決を求める決議（要約）

　ロシアが隣国ウクライナへの軍事侵攻を開始したこ
とは、明らかに国連憲章及び人類の平和理念に違反し、
断じて容認できない。たとえいかなる理由があろうと
も軍事力を持って紛争を解決しようとすることは、民
主的な言論を通じて多様な価値観の融和を図り、市民
社会の健全な発展を目指す議会人として、決して看過
できない。
　よって、榛東村議会は、ロシア軍による攻撃やウク
ライナの主権侵害に強く抗議するとともに、世界の恒
久平和の実現に向け、ロシア軍が一日も早くウクライ
ナから完全かつ無条件で撤退することを
求める。併せて、政府にあっては、邦人
の安全確保はもとより、国際社会と緊密
に連携し、事態の平和的手段による早期
解決に向けた対応をされるよう求める。

清
水
氏
は
、
大
学
在
学
中
に
同
和
問
題
に
詳
し
い
教
授
に
師

事
。
昭
和
58
年
か
ら
平
成
15
年
ま
で
県
外
の
自
動
車
販
売
会
社

に
勤
務
。
現
在
は
外
国
人
と
接
す
る
仕
事
に
従
事
さ
れ
、
多
様

な
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
な
が
ら
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て
も

理
解
と
見
識
を
備
え
て
い
る
。　
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財産
の
取得

防
災
中
枢
機
能
施
設
の

（
公
民
館
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の
複
合
施
設
）

�

用
地
を
取
得

　
防
災
中
枢
機
能
施
設
整
備
事
業
の
公
共
用
地
と
し
て
、
財
産
を

取
得
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

�

《
全
員
賛
成
》

　
国
の
12
月
補
正
に
よ
る
交
付
税
の
追
加
の
ほ
か
、
収
入
額

や
事
業
費
の
確
定
ま
た
は
確
定
見
込
み
に
よ
る
増
減
、
年
度

内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
事
業
費
を
翌
年
に
繰
り

越
す
も
の
な
ど
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

土　　地 １７,１８１．８３㎡

取得価格 ２億１７４８万９１４円

所 在 地 新井字堀之内の１８筆

補正
予算

年
度
末
の
事
業
の
確
定
な
ど
で
減
額

�

教
育
施
設
整
備
等
に
１
億
円
積
立

令
和
３
年
度

　

一
般
会
計

1億7409万1千円
減 額

歳出
マイナンバーカードで転入転出
手続きを行うシステム改修費 123万円

インフルエンザ等予防接種補助金 ▲492万円
小中学校の感染症対策事業 405万円
消防団出場手当 ▲600万円
農業用水電気料 ▲1250万円
教育施設整備基金積立金 1億円

不明水対策で更新した流量計

取得用地

主な予算内容 ※万円未満切り捨て
歳入
村税 2955万円
国からの交付税 １億1989万円
ため池耐震点検等の補助金 2489万円
ふるさと納税 ▲5000万円
財政調整基金の繰入金 ▲２億7805万円
農業用水維持管理基金繰入金 ▲1950万円

ふるさと納税の寄付件数は増えているが、
平均の寄付額が下がったため減額 消防団の出場手当の減額は火災出動や

訓練などが少なかったため
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第１回定例会の議案の審議結果
〇 × 欠 退 除 －
………………
賛
成

反
対

欠
席

退
席

除
斥

議
長

件名と主な内容

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12

議決結果

齊
藤
　
将
史

須
田
　
仁
美

三
俣
　
　
実

波
多
野
佐
和
子

中
島
由
美
子

生
方
　
勇
二

善
養
寺
　
孝

小
野
関
治
義

清
水
　
健
一

小
山
　
久
利

南
　
　
千
晴
　

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

第３号 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例の制定…議会議員の期末手当を0.15月分減じる

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第４号
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例の制定…特別職の期末手当を0.15月分減
じる

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第５号 榛東村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
…一般職員の期末手当を0.15月分減じるなど

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第６号
榛東村行政機関の保有する個人情報の保護に関する条例の一
部を改正する条例の制定…行政手続きにおける特定の個人を
識別するための番号の利用等の法律改正に伴う所用の改正

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第７号
榛東村消防団員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例の制定…出場手当を日額8000円、報酬を月額
3100円に改定する

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第８号
榛東村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
の制定…非常勤職員の育児休業、介護休暇等の所得要件の一
部を廃止するなど

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第９号 榛東村公告式条例の一部を改正する条例の制定…字句の整理
を行う

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第10号 榛東村福祉医療費の支給に関する条例等の一部を改正する条
例の制定…「電子資格確認」などの定義を明文化する

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第11号 榛東村国民健康保険税条例等の一部を改正する条例の制定…
被保険者均等割額の引き下げを行う

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第12号
榛東村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例の一部を
改正する条例の制定…売上減少等の要件を満たす場合の借換
制度を令和４年度も継続できる改正

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第13号 村道の路線の認定…倉海戸21号線の認定 可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第14号 村道の路線の変更…防災中枢機能施設や県道の建設により堀
之内６号線、堀之内８号線、雛子３号線、雛子11号線を変更

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第15号 人権擁護委員の候補者の推薦…任期満了に伴う委員候補者の
推薦、令和４年７月１日から令和７年６月30日まで

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第16号 群馬県市町村総合事務組合規約を変更する協議…組合が退職
手当の支給事務に係る負担金の特別徴収を行えるなどの変更

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第17号 渋川地域介護認定審査会共同設置規約の変更に関する協議…
効率的かつ円滑な介護認定を行うため委員の定数を増員する

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第18号
令和３年度榛東村一般会計補正予算（第12号）…歳入歳
出予算の総額から１億7409万１千円を減じ、総額を74億
5758万６千円とする

可決
賛９・反１

〇 〇〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 〇

第19号
令和３年度榛東村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
…歳入歳出予算の総額から2977万４千円を減じ、総額を14
億1209万４千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇
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件名と主な内容 議席番号 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

第20号
令和３年度榛東村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２
号）…歳入歳出予算の総額に202万８千円を加え、総額を１億
4528万４千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第21号
令和３年度榛東村介護保険特別会計補正予算（第３号）…
歳入歳出予算の総額から4003万７千円を減じ、総額を12億
3550万２千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第22号
令和３年度榛東村住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第
２号）…歳入歳出予算の総額に39万８千円を加え、総額を
1463万８千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第23号
令和３年度榛東村公共下水道事業特別会計補正予算（第２
号）…歳入歳出予算の総額から4722万７千円を減じ、総額
を３億2238万５千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第24号
令和３年度榛東村農業集落排水事業特別会計補正予算（第３
号）…歳入歳出予算の総額から416万９千円を減じ、総額を
１億7301万７千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第25号
令和３年度榛東村学校給食事業特別会計補正予算（第２号）
…歳入歳出予算の総額から447万５千円を減じ、総額を１億
3141万７千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第26号
令和３年度榛東村上水道事業会計補正予算（第４号）…水道
事業収益の収入予定額に1696万２千円を加え、総額を３億
2476万７千円とし、水道事業費用の支出予定額から266
万２千円を減じ、総額を２億8607万８千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第27号 令和４年度榛東村一般会計予算…歳入歳出予算の総額は62
億6240万円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第28号 令和４年度榛東村国民健康保険特別会計予算…歳入歳出予
算の総額は14億2265万１千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第29号 令和４年度榛東村後期高齢者医療特別会計予算…歳入歳出予
算の総額は１億5870万８千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第30号 令和４年度榛東村介護保険特別会計予算…歳入歳出予算の
総額は13億760万７千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第31号 令和４年度榛東村学校給食事業特別会計予算…歳入歳出予算
の総額は１億3588万５千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第32号 令和４年度榛東村太陽光発電事業特別会計予算…歳入歳出
予算の総額は3020万２千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第33号
令和４年度榛東村上水道事業会計予算…収益的収入は３億
2027万円で、支出は２億8811万９千円、資本的収入は
9401万１千円で、支出は１億4012万２千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第34号
令和４年度榛東村下水道事業会計予算…収益的収入は５億
5203万３千円で、支出は４億3455万７千円、資本的収入は
２億1745万１千円、支出は３億3492万７千円とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第35号 令和３年度榛東村一般会計補正予算（第13号）…議会だよ
り印刷製本及び除草業務委託を債務負担行為とする

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第36号 財産の取得…土地17181.83平方メートル、防災中枢機能施
設の建設用地として取得する

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

発
　
議

第１号 村内バス並びに防災行政無線の村民利用最適化を調査検討す
る特別委員会の設置に関する決議

否決
賛１・反９

× ×× × 〇 ×× × × － ×

第２号 ウクライナからのロシア軍の即時撤退と平和的解決を求める
決議

可決
賛 10・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

陳
情第８号 安全・安心の医療・介護・福祉を確立し、国民のいのちと健

康を守るための国に対する意見書の提出を求める陳情書
不採択

賛 0・反 10
× ×× ×× ×× ××－ ×

※議長は採決に加わらないため「－」で表示
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波多野佐和子 議員
１ 上毛大橋延伸道路開通に伴う村の計画は
２ 学校教育の充実について
３ 空き家対策は
４ 地域活性と絆づくりは

P13

善養寺　 孝 議員
１ アクセス道路の進捗は
２ 創造の森キャンプ場の活性化対策は
３ 村の基幹産業を担う農業者へ支援は
４ コロナ感染症拡大している中でのスポーツ行事は

P14

村政を問う
一般質問に７人登壇

　定例会において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり村当局の考え方や疑問をただすことです。単に
疑問を晴し事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一 般 質 問 と は

３月１日　開会初日

清水　健一 議員
１ 行政のデジタル化の推進を
２ ＡＥＤシートの導入を
３ ＳＤＧｓの推進は
４ 有機農業の推進を
５ ヤングケアラー対策は

P 15

中島由美子 議員
１ 12月９日の教育長発言より
２ コロナ禍の農業者支援制度を
３ 村民のくらしの向上は計画的に

P 16

須田　仁美 議員
１ 北小前交差点に命と安全を守る歩者分離式信号の設置を
２ 地域社会で見守る放課後子ども教室の推進を
３ 安心安全な学校給食提供の現状と今後の改善点は

P 17

南　　千晴 議員
１ 老朽化した水道管の更新に補助金活用を
２ 給食の農産物の契約栽培導入とアレルギー対応

のため栄養士増員を
３ 創造の森のリニューアルには全体の検討を
４ タブレットの活用と教科担任制の状況は
５ マイナンバーカードの利用でコンビニで住民票の取得を

P 18

生方　勇二 議員
１ コロナワクチンの３回目接種は順調か
２ 上毛大橋延伸道路周辺の活性化は
３ 村営住宅の管理体制の強化を
４ 学校施設等の老朽化対策は
５ 転入・転出手続きなどの行政サービスは

P12

紙面の都合により、質問の内容を要約してあります。
会議録の詳細は、榛東村議会のホームページに掲載します。 榛東村議会

クリック
上記のＱＲコードを読み取ると

「一般質問一覧表」のページが
開きます
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ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長　

年
中
児
健
診
を
実

３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
申
し
込

み
方
法
等
含
め
混
乱
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

健
康
保
険
課
長　

ワ
ク
チ
ン
接
種
予

約
の
初
日
は
電
話
が
少
し

繋
が
り
に
く
か
っ
た
で
す

が
、
前
回
の
よ
う
な
混
乱

と
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
職
員
に
よ
る
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
予
約
支
援
も
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
は
５
歳
以

上
も
接
種
可
能
と
な
っ
た

の
で
、
対
象
者
に
丁
寧
な

案
内
を
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
の
活
性
化
に

繋
が
る
地
元
の
農

産
物
を
販
売
す
る
直
売
所

等
の
設
置
を
検
討
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

産
業
振
興
課
長　

延
伸
道
路
の
通
過

交
通
の
状
況
が
ど
の
く
ら

い
あ
る
か
、
費
用
対
効
果

な
ど
を
検
証
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

村
内
の
学
校
は
老

朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
の
対
策
と
新

年
度
の
改
修
予
定
は
ど
の

よ
う
な
内
容
で
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

平
成
30
年

度
に
策
定
し
た
学
校
施
設

等
の
個
別
施
設
計
画
に
従

い
、
計
画
的
に
長
寿
命
化

改
修
を
進
め
ま
す
。
令
和

４
年
度
の
主
な
改
修
工
事

は
、
北
小
体
育
館
の
空
調

設
備
工
事
と
照
明
器
具
工

事
で
、
南
小
は
外
壁
改
修

設
計
と
給
排
水
管
、
空
調

設
備
設
計
で
す
。
中
学
校

は
特
別
支
援
学
級
の
増
設

工
事
と
外
壁
改
修
工
事
を

予
定
し
て
お
り
、
教
育
環

境
を
整
え
な
が
ら
長
寿
命

化
計
画
を
進
め
ま
す
。

世
帯
主
等
の
死
亡

に
伴
う
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
手
続
き
の
際
、
移

動
や
時
間
短
縮
な
ど
村
民

の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

村
で
は
手
続
き
を

必
要
と
す
る
担
当
や
係
が

主
に
一
階
に
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
手
続
き

の
移
動
距
離
も
最
少
で
済

む
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
お

り
、
実
質
的
に
一
元
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

考
に
、
猫
に
よ
る
被
害
の

減
少
に
努
め
ま
す
。

村
営
住
宅
の
入

居
条
件
に
退
去
マ

ナ
ー
や
ペ
ッ
ト
等
の
取
扱

い
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
す
か
。

建
設
課
長　

良
好

な
生
活
環
境
の
維

持
の
た
め
、
退
去
時
の
マ

ナ
ー
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
禁

止
等
、
入
居
者
に
改
め
て

周
知
を
図
り
ま
す
。

周
辺
の
野
良
猫
対

策
は
考
え
て
い
ま

す
か
。

住
民
生
活
課
長　

村
営
住
宅
に
限
ら

ず
、
猫
に
よ
る
被
害
の
相

談
が
あ
っ
た
場
合
は
現
地

調
査
を
行
い
、
県
が
策
定

し
た
飼
い
主
の
い
な
い
猫

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

問問問問

問問問問

問問

問問

答答

答答

答答

答答

答答

答答

学校施設等の老朽化対策は
長寿命化整備を計画的に

生
うぶ

方
かた

勇
ゆう

二
じ

議 員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

�
３
回
目
接
種
は
順
調
か

上
毛
大
橋
延
伸
道
路
周
辺
の
活
性
化
は

学
校
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
は

転
入
・
転
出
手
続
き
な
ど
の

�

行
政
サ
ー
ビ
ス
は

村
営
住
宅
の
管
理
体
制
の
強
化
を

一
般
質
問	

生
方
勇
二 

議
員

周辺の野良猫対策を

　

上
毛
大
橋
延
伸
道

路
…
一
般
県
道
南

新
井
前
橋
線
バ
イ

パ
ス
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児
童
・
生
徒
、
保

護
者
や
教
職
員
に

対
す
る
相
談
体
制
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
、
関
係
機
関
と
の
連

携
、
調
整
を
行
う
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
の
活
用
と
現
状
は
ど
う

で
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

県
か
ら
３

名
配
置
さ
れ
て
お
り
、
小

学
校
は
年
間
90
時
間
、
中

学
校
は
１
８
０
時
間
で

す
。
加
え
て
必
要
に
応
じ

て
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

就
学
前
の
児
童
発

達
相
談
の
現
状
や

就
学
後
の
支
援
の
継
続
は

空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
推
進
や
、
分

か
り
や
す
い
空
き
家
の
活

用
法
等
を
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
ま
す
か
。

建
設
課
長　

村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

空
き
家
バ
ン
ク
を
掲
載
し

て
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
や
田

園
回
帰
の
動
向
を

受
け
、
農
地
付
き
空
き
家

の
取
り
組
み
は
い
か
が
で

す
か
。

産
業
振
興
課
長　

希
望
の
場
合
は
農

業
委
員
会
へ
の
相
談
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
。　

所
有
者
が
解
体
除

去
し
や
す
い
た
め

の
補
助
金
は
継
続
さ
れ
ま

す
か
。

建
設
課
長　

支
出

等
を
考
え
る
と
制

度
内
容
の
見
直
し
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長　

年
中
児
健
診
を
実

施
し
、
就
学
後
も
教
育
委

員
会
や
学
校
と
連
携
し
支

援
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問	

波
多
野
佐
和
子 

議
員
波
は

多
た

野
の

佐
さ

和
わ

子
こ

議 員

村
民
の
期
待
や
関

心
が
非
常
に
高

い
、
上
毛
大
橋
延
伸
道
路

開
通
に
伴
う
都
市
計
画
区

域
の
策
定
は
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

建
設
課
長　

村
民

の
声
を
し
っ
か
り

聞
き
、
総
合
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
、
住
み
良
い

村
づ
く
り
を
目
指
し
て
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

産
業
の
活
性
化
、

観
光
の
振
興
に
つ

い
て
考
え
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
長　

道
路
が
開
通
し
た

際
の
周
辺
施
設
と
村
の
観

光
施
設
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

へ
の
回
遊
性
を
考
え
情
報

発
信
し
、
経
済
活
性
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
中
枢
機
能
施

設
の
事
業
内
容
の

充
実
に
つ
い
て
構
想
は
立

て
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

次
年
度
予

定
の
備
品
整
備
ま
で
に

は
、
ど
の
よ
う
な
催
し
や

教
室
を
開
催
す
る
か
詳
細

な
方
向
性
を
打
ち
出
す
予

定
で
す
。

上
毛
大
橋
延
伸
道
路
開
通
に
伴
う

�

村
の
計
画
は

問問

問問

問問 答答

答答答答

答答

答答

答答答答

答答

村の都市計画の策定は
策定は慎重に検討

活性化が期待される上毛大橋延伸道路

問問

問問問問

問問

問問

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
は

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着

い
た
の
ち
に
村
内

活
性
と
絆
を
深
め
る
た

め
、
お
食
事
券
等
の
発
行

の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

現
在
、
商
品
券
発

行
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
商
品
券
等

の
活
用
で
活
性
化
の
一
翼

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問問

答答

地
域
活
性
と
絆
づ
く
り
は

空き家
バンク
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高渋バイパスのアクセス道の予定は
令和９年度の供用開始を目指す

善
ぜん

養
よう

寺
じ

孝
たかし

議 員

一
般
質
問	

善
養
寺  

孝 

議
員

が
教
育
に
期
待
さ
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
教
育
活
動
で
意
識
し
て

昨
年
ス
ポ
ー
ツ
行

事
は
行
わ
れ
ま
し

た
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

国
や
県
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
り
ス

ポ
ー
ツ
事
業
を
進
め
ま
し

た
。
ま
た
、
村
ス
ポ
ー
ツ

協
会
主
催
行
事
で
は
、
各

専
門
部
長
と
調
整
の
上
、

実
施
や
中
止
の
判
断
を
部

と
し
て
検
討
し
ま
し
た
。

答答 問問 コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
し
て
い
る
中
で
の

�

ス
ポ
ー
ツ
行
事
は

施
設
利
用
者
の
要

望
は
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

利
用
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
給
湯
器
や

シ
ャ
ワ
ー
、
自
動
販
売
機

の
設
置
な
ど
の
要
望
が
有

り
、
即
対
応
で
き
る
要
望

に
つ
い
て
は
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。利

用
者
が
楽
し
め

る
よ
う
に
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

ア
ジ
サ
イ
や
八
重

桜
が
植
栽
さ
れ
、
斜
面
で

も
テ
ン
ト
が
張
れ
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
希
望
者

へ
ど
の
よ
う
な
支

援
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

担
当
者
が
希
望
耕

種
や
畜
産
、
果
樹
な
ど
の

営
農
の
希
望
内
容
を
伺
う

ほ
か
、
県
の
農
業
指
導
セ

ン
タ
ー
と
情
報
を
共
有
し

て
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

農
地
の
保
全
と
良

好
な
農
作
環
境
を

維
持
す
る
た
め
の
方
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

産
業
振
興
課
長　

農
業
委
員
会
に
お

い
て
は
農
地
最
適
化
推
進

委
員
を
中
心
に
村
内
の
巡

回
、
耕
作
放
棄
地
や
休
耕

地
、
無
断
転
用
の
農
地
な

ど
の
確
認
を
行
い
、
所
有

者
に
農
地
の
管
理
を
お
願

い
し
、
農
地
の
荒
廃
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

副
村
長　

現
在
、

職
員
で
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

創
造
の
森
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
考
え
て
い
ま
す
。

問問

問問

問問問問

答答

答答

答答

答答答答

創
造
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の

�

活
性
化
対
策
は

村
の
基
幹
産
業
を
担
う

�

農
業
者
へ
支
援
は

危険箇所の周知を（６号計画道路）

ア
ク
セ
ス
道
路
の

現
状
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

建
設
課
長　

優
先

事
業
と
し
て
、
１

号
計
画
道
路
の
延
伸
道
路

で
あ
る
、堂
塚
９
号
線
は
、

群
馬
用
水
か
ら
南
小
ま
で

の
区
間
の
改
良
舗
装
工
事

が
一
部
完
成
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
３
号
計
画
道

路
の
延
伸
分
に
あ
た
る
５

区
コ
ミ
セ
ン
付
近
か
ら
山

子
田
北
の
信
号
ま
で
の
北

谷
大
薮
線
の
改
良
舗
装
工

事
は
３
月
中
に
完
成
し
、

開
通
予
定
で
す
。

ア
ク
セ
ス
計
画
道

路
の
工
事
予
定
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

建
設
課
長　

長
岡

地
内
の
５
号
計
画

道
路
に
つ
い
て
は
、
次
の

工
程
と
し
て
用
地
買
収
、

補
償
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
６
号
計
画
道
路
に

つ
い
て
は
、
群
馬
用
水
の

橋
梁
部
の
詳
細
設
計
、
設

計
済
み
区
間
の
用
地
買
収

及
び
補
償
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

ア
ク
セ
ス
道
路
の
進
捗
は
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一
般
質
問	

清
水
健
一 

議
員

清
し

水
みず

健
けん

一
いち

議 員

ＡＥＤシートの導入を
導入してすぐに役立てる

救
命
の
折
に
、
倒

れ
た
人
に
よ
っ
て

救
命
活
動
に
差
が
生
じ
る

こ
と
が
な
い
施
策
を
講
じ

る
こ
と
は
、
住
民
の
生
命

と
健
康
を
守
る
行
政
と
し

て
当
然
の
役
割
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
村
民
の

安
全
・
安
心
向
上
の
た
め
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
シ
ー
ト
を
導
入
す

消
費
者
の
食
に
関

す
る
関
心
は
年
々

高
ま
り
、
農
業
の
分
野
で

も
安
全
・
安
心
な
農
産
物

の
供
給
は
も
と
よ
り
、
環

境
に
負
荷
を
か
け
な
い
持

続
可
能
農
業
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
有
機
農
産
物

を
生
産
し
、
他
の
産
地
と

差
別
化
を
図
り
農
業
の
振

興
を
図
っ
て
い
く
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

有
機
農
業
を
推
進

す
る
の
は
村
が
行
う
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
生
産

者
の
方
が
有
機
農
業
を
主

体
と
し
た
経
営
を
実
施
し

た
い
と
い
う
方
へ
、
事
業

実
施
に
活
用
で
き
る
事
業

が
あ
る
か
、
ま
た
、
事
業

の
実
施
希
望
に
寄
り
添
っ

た
体
制
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

地
域
や
学
校
で
認

知
さ
れ
に
く
い
こ

と
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

問
題
を
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
何
か
支
援
策

等
考
え
て
い
き
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

県
内
で
１
つ
の
自

治
体
が
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
支
援
策
と
し
て
、

家
事
や
介
護
を
担
う
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
す
る
事
業
を

開
始
す
る
と
の
情
報
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
実
態
の

把
握
を
す
る
こ
と
が
優
先

と
考
え
て
い
ま
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
と
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
は
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
心
に
深

く
刻
ん
で
欲
し
い
重
要
な

考
え
方
で
す
。
教
育
委
員

会
で
は
、
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

教
育
の
全

て
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
礎
で

あ
り
、
全
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
教
育
に
期
待
さ
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
教
育
活
動
で
意
識
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

村
長　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

リ
ー
ス
で
47
台
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。
早
急

に
検
討
し
、
す
ぐ
に
役
立

て
た
い
で
す
。

行
政
手
続
き
オ
ン

ラ
イ
ン
化
は
手
続

き
時
間
を
短
縮
し
、
住
民

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

国
が
設
定
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ぴ
っ
た

り
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
課
長　

ぴ
っ

た
り
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
電
子
申
請
が
可

能
な
手
続
き
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
補
助
金
を
活

用
し
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を

し
て
、
村
民
に
と
っ
て
利

便
性
の
高
い
手
続
き
か
ら

実
施
を
検
討
し
ま
す
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を

問問

答答

答答

答答

答答

答答

ＡＥＤシートの導入を

問問

問問問問

問問

Ａ
Ｅ
Ｄ
シ
ー
ト
の
導
入
を

有
機
農
業
の
推
進
を

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
は
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ら
、
約
９
０
０
０
人
の
主

食
が
確
保
で
き
て
い
ま

す
。
こ
の
作
付
に
反
１
万

円
の
村
単
独
の
補
助
金
を

創
設
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外

食
産
業
が
痛
手
の
今
だ
け

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
か
。

産
業
振
興
課
長　

村
単
独
で
の
創
設

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
農

業
者
の
経
営
努
力
で
は
避

け
ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

リ
ス
ク
に
よ
る
収
入
減
少

を
補
填
す
る
た
め
の
保
険

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

保
険
を
活
用
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

コロナ禍で作付けの補助金を
収入保険制度がある

中
なか

島
じま

由
ゆ

美
み

子
こ

議 員

一
般
質
問	

中
島
由
美
子 

議
員

教
育
長
は
今
年
の

全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
で
小
学
校
の
算

数
・
国
語
、
中
学
校
の
国

語
・
数
学
が
全
国
や
県
よ

り
上
回
っ
た
と
発
言
し
ま

し
た
が
、
ど
の
く
ら
い
上

回
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長　

文
科
省

の
通
知
で
結
果
は

公
表
し
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
の
目
的
が

授
業
に
役
立
た
せ
る
た
め

で
あ
る
の
で
、
現
在
は
公

表
し
て
い
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
農
産
物
の
価
格

の
低
迷
に
伴
い
、
米
は
令

和
３
年
の
作
付
面
積
が
１

１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
と
い

う
こ
と
で
、
令
和
２
年
よ

り
面
積
も
10
ア
ー
ル
当
た

り
の
収
量
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
収
穫
量
を
考
え
ま

す
と
令
和
３
年
が 

５
３

４
ト
ン
で
す
。
村
は
約
１

万
４
５
０
０
人
で
す
か

令
和
４
年
一
番
の

シ
ョ
ッ
ク
は
、
雪

の
朝
い
つ
も
自
転
車
登
校

の
高
校
生
が
歩
い
て
渋
川

の
高
校
を
目
指
し
て
通
学

し
て
い
ま
し
た
。
徒
歩
し

か
選
べ
な
い
村
の
移
動
手

段
を
、
一
刻
も
早
く
最
適

な
移
動
が
で
き
る
よ
う
、

職
員
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
っ
て
は
ど
う

で
す
か
。企

画
財
政
課
長　

職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
は
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

何
度
も
回
答
し
て
い
ま
す

が
、
継
続
し
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
さ
い
子
も
、
見

守
る
保
護
者
も
楽

し
め
る
ふ
る
さ
と
公
園
の

遊
具
等
の
計
画
的
導
入
で

す
。
る
な
ぱ
あ
く
は
前
と

違
っ
て
今
非
常
に
活
気
が

あ
り
ま
す
。
遊
具
な
ど
を

計
画
的
に
導
入
す
る
よ
う

な
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

ふ
る
さ
と
公
園
の

維
持
管
理
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
総
合
計
画
に
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
公
園
を

中
核
と
し
た
観
光
施
設
耳

飾
り
館
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
等

回
遊
性
の
施
設
等
も
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
の
人
の

動
向
等
、
動
線
も
考
え
て

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
新
井
前
橋
線
の

雛
子
ま
で
の
耕
作

放
棄
地
等
で
、
道
の
駅
を

造
る
な
ど
、
農
業
を
輝
か

せ
る
里
に
生
ま
れ
変
わ
る

よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
設
置
を
検
討
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

産
業
振
興
課
長　

ご
提
案
は
、
ご
意

見
と
い
う
こ
と
で
伺
い
ま

す
。
な
お
、
道
の
駅
の
導

入
等
は
、
現
状
の
ま
ま
で

は
想
定
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
の
動
向
等
が
必
要
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

問問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

問問答答 答答

12
月
９
日
の
教
育
長
発
言
よ
り

村
民
の
く
ら
し
の
向
上
は
計
画
的
に

コ
ロ
ナ
禍
の
農
業
者
支
援
制
度
を

学力調査で全国や県を上回る

　

反
と
は
…
尺
貫
法

に
よ
る
、
面
積
の

単
位
。
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一
般
質
問	

須
田  

仁
美 

議
員

須
す

田
だ

仁
ひと

美
み

議 員

安心安全な学校給食提供の今後は
新給食センターは新たな設備多数

他
市
町
村
で
は
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
推
進
さ
れ
て

い
る
放
課
後
子
ど
も
教
室

に
つ
い
て
の
計
画
と
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
連
携

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

本
来
は
北

小
、
南
小
の
低
学
年
対
象

で
放
課
後
の
２
時
間
程
、

20
回
程
度
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
令
和
２

年
３
年
は
中
止
し
ま
し

た
。
地
域
人
材
と
心
温
ま

る
触
れ
合
い
を
通
し
て
楽

し
く
学
習
で
き
、
大
変
人

気
が
あ
り
ま
す
。
学
童
の

定
員
問
題
に
は
関
わ
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

南
小
前
は
歩
道
橋
、

中
学
校
前
は
手
押

し
式
信
号
が
あ
り
ま
す
。

北
小
前
の
山
子
田
信
号
は

右
左
折
車
両
と
横
断
者
の

交
錯
す
る
状
況
で
す
。
隣

接
の
吉
岡
町
で
も
設
置
済

の
歩
者
分
離
式
信
号
の
導

入
に
取
組
む
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。総

務
課
長　

村
内

各
地
の
危
険
箇
所

を
毎
年
通
学
路
合
同
点
検

の
結
果
か
ら
公
安
委
員
会

へ
信
号
機
設
置
等
要
望
し

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
に

は
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
を
設
定

し
ま
し
た
。
今
後
も
歩
行

者
安
全
確
保
の
交
通
安
全

施
設
の
設
置
を
実
施
し
、

各
関
係
と
連
携
し
交
通
安

全
思
想
の
普
及
啓
発
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

村
内
各
地
の
危
険

箇
所
に
つ
い
て
県

へ
の
要
望
や
村
で
対
応
で

き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

建
設
課
長　

県
道

で
は
渋
川
土
木
事

務
所
へ
、
安
心
安
全
の
た

め
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て

継
続
的
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

北
小
前
交
差
点
に
命
と
安
全
を
守
る

�

歩
者
分
離
式
信
号
の
設
置
を

問問

問問

答答

答答

答答

歩者分離を希望する交差点

問問 地
域
社
会
で
見
守
る

�

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
推
進
を

学
校
給
食
食
材
の

地
産
地
消
は
進
ん

で
い
ま
す
か
。
ま
た
、
食

品
添
加
物
や
輸
入
小
麦
の

使
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

県
内
農
産

物
34
％
（
村
内
産
17
％
）

程
で
地
元
農
産
物
が
増
加

し
な
い
要
因
に
、
調
理
日

に
１
５
０
０
食
分
の
大
量

確
保
が
必
要
と
い
う
点
が

あ
り
、
今
後
も
粘
り
強
く

生
産
業
者
へ
働
き
掛
け
て

い
き
ま
す
。
学
校
給
食
の

食
品
添
加
物
は
、
不
必
要

な
着
色
料
や
保
存
料
、
発

色
剤
な
ど
の
食
品
添
加
物

は
添
加
さ
れ
て
い
な
い
安

全
な
食
材
を
適
切
に
納
品

頂
く
よ
う
業
者
に
依
頼
し

て
い
ま
す
。
パ
ン
や
麺
類

の
原
材
料
と
な
る
輸
入
小

麦
に
つ
い
て
は
安
全
基
準

値
内
の
も
の
で
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
健
康
面
で
の

心
配
は
な
い
も
の
と
考
え

ま
す
。

防
災
機
能
中
枢
施

設
の
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
新
た
な
機
能

や
改
善
点
は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
室
の
新
設
置
、

災
害
時
応
急
給
食
の
提
供

も
兼
ね
る
村
独
自
の
米
飯

提
供
開
始
、
衛
生
面
や
食

品
の
安
全
管
理
の
向
上
を

図
る
新
設
備
の
導
入
や
給

食
試
食
、
栄
養
士
か
ら
の

説
明
を
聞
く
企
画
が
で
き

る
見
学
ス
ペ
ー
ス
も
設
け

る
予
定
で
す
。
災
害
時
１

５
０
０
食
程
度
の
お
に
ぎ

り
等
の
提
供
を
数
日
間
で

き
る
よ
う
に
米
の
備
蓄
を

す
る
倉
庫
も
で
き
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

安
心
安
全
な
学
校
給
食
提
供
の

�

現
状
と
今
後
の
改
善
点
は
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給食の農産物の契約栽培導入は
野菜は難しいが米は研究する

南
みなみ

　千
ち

晴
はる

議 員

一
般
質
問	

南
　
千
晴 

議
員

小
学
校
低
学
年
に

お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
授
業
は
ど

の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

現
在
は
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
の
提
示
が

多
い
で
す
が
、
今
後
は
共

同
学
習
で
の
活
用
や
新
年

度
に
3
年
生
以
下
に
も
導

入
予
定
の
ス
タ
デ
ィ
サ
プ

リ
で
ド
リ
ル
学
習
の
個
別

の
活
用
も
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
か
ら
小
学

校
高
学
年
で
始
ま

る
教
科
担
任
制
の
導
入
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

村
内
の
両

小
学
校
で
導
入
済
み
で

す
。
今
後
も
推
進
、
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

防
衛
省
の
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
、

水
道
管
な
ど
の
更
新
が
で

き
れ
ば
、
か
な
り
の
費
用

の
負
担
が
減
ら
せ
る
と
考

え
ま
す
が
、
そ
れ
は
難
し

い
で
す
か
。

村
長　

新
年
度
に

防
衛
補
助
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
配
水

量
設
計
な
ど
を
計
算
し
、

こ
れ
ら
の
更
新
は
進
め
て

い
く
と
防
衛
省
と
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

創
造
の
森
は
、キ
ャ

ン
プ
場
だ
け
で
な

く
、
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
コ
ー

ス
も
冬
季
の
利
用
が
で
き

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民

票
な
ど
の
証
明
書

が
と
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
は
し
な
い
の
で
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

導
入
に
は
、
シ
ス

テ
ム
構
築
費
１
３
０
０
万

円
以
上
、
委
託
料
な
ど
年

額
５
４
０
万
円
等
が
必
要

で
す
。
費
用
が
課
題
で
す

が
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

ず
、
利
用
制
限
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
幅
広
い
年
齢
層

が
使
え
る
自
転
車
コ
ー
ス

の
要
望
が
あ
り
ま
す
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
、
ス
ト
ラ

イ
ダ
ー
コ
ー
ス
も
含
め
た

全
体
の
検
討
を
し
て
も
ら

え
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

そ
の
内
容
も
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
つ
な

ぎ
、精
査
し
て
い
き
ま
す
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー

に
は
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
の
調
理
室
も
で

き
る
予
定
で
す
。
事
故
な

ど
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
、
事
前
に
栄
養
士
の
増

員
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。

村
長　

村
が
給
食

の
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
で
先
例
と
な
れ
る
よ
う

に
、
県
と
相
談
し
な
が
ら

栄
養
士
の
派
遣
を
さ
ら
に

お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
給
食
セ
ン

タ
ー
で
の
榛
東
産

の
お
米
の
提
供
や
、
今
後

も
し
有
機
野
菜
を
取
り
入

れ
る
よ
う
な
場
合
に
も
農

産
物
の
契
約
栽
培
は
有
効

だ
と
考
え
ま
す
。
検
討
し

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

農
産
物
は

当
日
朝
の
納
品
な
ど
難
し

さ
が
あ
り
ま
す
が
、
米
は

備
蓄
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問問

問問

問問

問問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

答答

答答

答答

答答 タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
と

�

教
科
担
任
制
の
状
況
は

老
朽
化
し
た
水
道
管
の
更
新
に

�

補
助
金
活
用
を

創
造
の
森
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は

�
全
体
の
検
討
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
で

�

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の
取
得
を

給
食
の
農
産
物
の
契
約
栽
培
導
入
と

�

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
た
め
栄
養
士
増
員
を

ストライダーコースも含めたリニューアルの検討を
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専決
処分

補正
予算

令
和
３
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算

�

（
９
号
）

令
和
３
年
度

一
般
会
計

�

（
10
号
）

1億2337万5千円
増 額

6億2935万2千円
増 額

第
１
回
臨
時
会
が
１
月
19
日
に
開
会
さ
れ
、
報
告
１
件
、
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

住民税非課税世帯に
１世帯当たり10万円支給

１億4416万円

所得制限なくし
18歳以下の子どもたちへ
現金10万円支給

２億5473万円

防災中枢機能施設の
建築確認申請及び造成工事

３億5088万3千円

蜂は
ち

巢す

實み
の
る
議
員
の

議
員
辞
職
に
つ
い
て

　

蜂
巢
實
議
員
か
ら
１
月

19
日
付
で
議
員
辞
職
願
が

提
出
さ
れ
臨
時
会
に
お
い

て
議
員
辞
職
が
許
可
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
子
育
て
世
帯
向
け
の
18
歳
以

下
の
子
ど
も
一
人
当
た
り
10
万
円
相
当
を
給
与
す
る
事
業
の
う

ち
、
先
行
で
５
万
円
を
給
付
す
る
経
費
の
補
正
予
算
で
す
。
令

和
３
年
中
に
支
給
す
る
た
め
に
専
決
処
分
し
た
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、

生
活
、
暮
ら
し
、
子
育
て
へ
の
支
援
を
行
う
支
援
金
を
給
付
す

る
た
め
の
補
正
予
算
で
す
。

�

《
全
員
賛
成
》

決定した主な事業

住民税非課税世帯
等に対する臨時特
別給付金について

村のホームページ

子育て世帯への
臨時特別給付

について

国の補助金２億3339万円を活用

令和４年 第１回臨時会 １月19日
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補正
予算

令
和
３
年
度

一
般
会
計

�

（
11
号
）

1億1262万7千円
増 額

第
２
回
臨
時
会
が
２
月
３
日
に
開
会
さ
れ
、
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
中
心
に
、
国
の
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
て
、
村
民
生
活
の
安
定
と
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
た
め
の
補
正
予
算
で
す
。�

�
《
全
員
賛
成
》

１人当たり5000円分の
商品券を世帯人数分郵送
（大型店・一般店併用券2000円分、
　　　　　　 一般店専用券3000円分）

8079万5千円

決定した主な事業

令和４年 第２回臨時会 ２月３日

国による
『住民税非課税世帯等給付金』
に加えて住民税が均等割のみ
課税世帯に対しても10万円を給付

3052万6千円

詳細は
「広報しんとう」

３月号の
７ページを参照

しんとうちゃん！しんとうちゃん！教えて教えて
新しい
給食センターと
公民館の施設は
どうなって
いますか？

給食センターと公民館は、複合施設となります。防災機能も備
えた施設となり、今は「防災中枢機能施設」と呼んでいます。
令和３年度に、詳細な設計と建設用地の買収を行いました。今
後も計画に基づいて進めていきます。
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全員協議会 ２月３日

中島
議員

　

２
月
３
日
、
村
か
ら
議
会
へ
の
申
し
入
れ
に
よ
り
全

員
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

窓
口
応
対
記
録
を
も
と
に
中
島
由
美
子
議
員
が
部
外

秘
と
し
て
渡
さ
れ
て
い
た
令
和
４
年
度
の
未
定
稿
予
算

資
料
内
容
を
村
民
に
漏
ら
し
た
と
し
て
抗
議
の
申
し
入

れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
月
18
日
、
19
日
に
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
、

村
長
査
定
前
の
一
般
会
計
の
未
定
稿
予
算
に
つ
い

て
の
事
前
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
部
外
秘
と
し

た
予
算
資
料
が
配
布
さ
れ
、
会
議
の
冒
頭
で
取
扱

注
意
と
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
説
明
は
村
独

自
の
取
り
組
み
で
、
議
会
の
意
見
も
踏
ま
え
て
、

村
長
が
査
定
に
臨
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
部
外
秘
情
報
が
漏
れ
出
た
こ
と
は
前
例
が

な
く
、
村
と
議
会
の
信
頼
関
係
を
揺
る
が
す
事
態

と
な
り
ま
し
た
。

　

議
長
か
ら
中
島
議
員
に
対
し
て
謝
罪
の
意
思
を
再
三

問
わ
れ
ま
し
た
が
、
会
議
の
冒
頭
謝
罪
と
反
省
の
態
度

が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

会
議
中
、
中
島
議
員
は
議
長
の
制
止
を
無
視
し
て
無

断
退
席
し
、
勝
手
に
関
係
す
る
村
民
を
連
れ
て
入
ろ
う

と
す
る
な
ど
議
会
の
秩
序
を
乱
す
行
い
を
し
ま
し
た
。

議
員
ら
の
意
見
に
よ
り
正
式
な
謝
罪
を
求
め
ら
れ
、
謝

罪
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
中
島
議
員
は
、
閉
会
前
に
再

び
無
断
退
席
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
不
規
則
行
為
や
村

民
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
開
催
さ
れ
た
会
議
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
個
人
名
を
漏
洩
す
る
な
ど
、
議
員
の
品
位

に
欠
け
る
行
為
が
重
な
り
、
そ
の
都
度
議
長
よ
り
口
頭

で
の
注
意
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
か
ら
抗
議
の
申
し
入
れ

流
出
し
た
未
定
稿
予
算
と
は

謝
罪
を
す
る
も

�

品
位
に
欠
け
る
言
動
を
繰
り
返
す

部外秘を漏らしたことを認め

全員協議会で謝罪

未定稿予算の説明を聞く（１月18日）

会
議
録
よ
り
抜
粋
　

窓
口
対
応
記
録
（
窓
口
で
の
応
対
の
や
り
取
り
の
記
録
）
配
布
　
　
　

中
島
議
員
が
制
止
を
遮
り
、
無
断
退
席
。
し
ば
ら
く
会
議
を

放
棄
し
、
連
れ
て
き
た
村
民
を
無
理
や
り
入
室
さ
せ
よ
う
と

し
注
意
さ
れ
る
。
再
び
着
席

中
島
議
員
　何
の
予
算
に
つ
い
て
か
内
容
を
正
確
に

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

議
長
　謝
罪
の
意
思
は
あ
り
ま
す
か
。
何
か
心
当
た
り

は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。

中
島
議
員
　事
実
確
認
し
な
い
で
謝
罪
を
求
め
ら
れ

る
の
で
す
か
。
私
に
は
謝
罪
し
な
い
の
で
す
か
。

議
長
　謝
罪
す
る
意
思
は
あ
り
ま
す
か
。

中
島
議
員
　予
算
が
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な

事
は
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ご
本
人
に
聞
い
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
謝
罪
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
の
開
催
は
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
私
か
ら
申
し
上
げ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

村
長
　過
日
の
全
協
で
の
議
会
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え

て
村
長
査
定
に
臨
む
段
取
り
で
す
。
流
出
し
て
し
ま
う

と
今
後
事
前
説
明
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
対
応

記
録
の
通
り
や
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
。
資
料
は
返
却

し
て
も
ら
い
た
い
。

中
島
議
員
　○
○
さ
ん
の
話
を
含
め
て
（
補
助
金
予

算
に
つ
い
て
は
）
予
算
が
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
文

言
に
つ
い
て
は
発
言
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
点

に
つ
い
て
は
以
後
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
変

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
長
　多
数
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
中
島
議
員
か
ら

の
謝
罪
が
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
正
式
な
謝
罪
を

求
め
ま
す
。
ま
た
、
予
算
資
料
は
回
収
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。
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閉会中に調査します
●待機児童（保育所・学童保育所）について
●新型コロナワクチン接種について
●学校給食について
●防災中枢機能施設整備事業について
●学校でのＩＣＴ活用について

閉会中に調査します
●公園、創造の森の活用について
●有害鳥獣対策について
●ふるさと納税について
●自然災害等の対応について
●その他本委員会の所管に関すること

閉会中に調査します
●議会の運営に関すること
●オンラインでの委員会開催に関すること
●家庭との両立に関する環境整備に関すること
●議員の政治倫理に関すること
●村議会の個人情報保護及び情報公開制度の調査に関すること

よく見て よく聞き 委員会活動レポ－ト委員会活動レポ－トよく考える

3/8

1/17 1/26 3/9

2/1 2/21 3/2 3/11

1/20

1/20

申し合わせを
協議決定

　

臨
時
会
、
定
例
会
の
議
会
運

営
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
円
滑
な
議
会
運
営

と
す
る
た
め
、
一
般
質
問
の
冒

頭
発
言
や
質
疑
、
議
員
提
出
議

案
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
見

直
し
を
行
い
、
申
し
合
わ
せ
事

項
を
決
定
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
委
員
会
開
催
に
関
し

て
は
、
先
駆
議
会
の
取
り
組
み

も
参
考
と
す
る
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
こ
と
も
考
慮
し
、
視

察
で
は
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で

研
修
を
し
、
調
査
を
し
て
い
き

ま
す
。

議会運営
� 委員会

　

防
災
中
枢
機
能
施
設
建
設
に

伴
い
、
村
道
の
路
線
の
認
定
と

路
線
の
変
更
箇
所
を
議
案
審
議

す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
当
委
員

会
の
所
管
に
関
す
る
こ
と
を
閉

会
中
も
引
き
続
き
調
査
し
て
い

き
ま
す
。

　

蜂
巢
前
委
員
長
の
委
員
長
辞

職
を
許
可
し
、
互
選
に
よ
り
委

員
長
に
南
千
晴
議
員
が
就
任
し

ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度

の
予
算
編
成
に
あ
た
り
委
員
会

と
し
て
要
望
書
を
提
出
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。内
容
は
、

令
和
２
、３
年
度
に
実
施
し
て

い
る
出
産
祝
金
支
給
事
業
を
継

続
し
て
い
く
事
業
で
す
。
閉
会

中
も
、
新
た
に
加
え
た
学
校
給

食
や
防
災
中
枢
機
能
施
設
整
備

事
業
、
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

に
つ
い
て
も
調
査
を
し
て
い
き

ま
す
。

総務産業建設
� 常任委員会

文教厚生
� 常任委員会

議案の現地調査

新年度予算に対する
要望を村長に提出
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よく見て よく聞き 委員会活動レポ－ト委員会活動レポ－トよく考える

 98号の編集
ホームページの見直し

　
「
し
ん
と
う
む
ら
議
会
だ
よ
り
98

号
」
の
編
集
を
行
い
ま
し
た
。
レ
イ

ア
ウ
ト
会
議
１
回
、
編
集
作
業
を
４

日
間
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
議
会

の
議
会
だ
よ
り
が
講
演
に
使
用
さ
れ

て
い
る
、「
令
和
３
年
度
町
村
議
会
広

報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
動
画
を
視
聴
し

ま
し
た
。
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見

直
し
で
は
、
議
員
名
簿
の
中
に
あ
る

所
属
委
員
会
に
、
特
別
委
員
会
を
加

え
る
な
ど
の
改
善
を
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
調
査
を

し
て
い
き
ま
す
。

議会広報
� 常任委員会

村のいじめ防止の
取り組みを確認

　

教
育
委
員
会
か
ら
学
校
で
の
い
じ
め
問

題
の
取
り
組
み
、
住
民
生
活
課
か
ら
人
権

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
榛
東
村

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
や
い
じ
め
問
題
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
資
料
を
も
と
に
、
い
じ

め
問
題
の
基
本
認
識
や
未
然
防
止
の
た
め

の
対
策
、
早
期
発
見
と
発
見
か
ら
解
決
ま

で
の
流
れ
、
い
じ
め
防
止
の
教
育
活
動
に

つ
い
て
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
ハ
イ
パ
ー

Ｑ 

－

Ｕ
テ
ス
ト
が
榛
東
村
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
年
２
回
行
わ
れ
、
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
権
教
育
推
進
協
議
会
、
人

権
擁
護
委
員
や
人
権
を
守
る
し
ん
と
う
の

会
、
そ
の
他
の
相
談
機
関
の
活
動
に
つ
い

て
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
教
育
委
員
会

と
連
携
し
て
、
榛
東
村
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
の
『
い
じ
め
は
人
権
侵
害
で
あ
る
』

と
い
う
基
本
理
念
に
も
則
っ
て
条
例
策
定

の
検
討
、
調
査
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

いじめ問題調査及び
いじめ防止に関する
条例制定を検討する
� 特別委員会

3/11 4/8 4/143/15 4/6 4/12

1/17 2/171/26

現
在
の
議
員
名
簿
と
所
属
等
は

こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

閉会中に
　調査します

●議会だよりの編集について

●議会のホームページの

　掲載事項に関すること
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そ　の　後

質　　問
質問や要望のその後を追跡！

質問質問
あの

はどうなったん？あの
はどうなったん？

産後に安心して子育てができるよ
うに産後ケアの利用できる医療機
関を増やせないか

増やす方向で渋川市と前橋市の医
療機関と調整中

令和２年３月定例会

令和２年度から利用できる医療機関も増
え、令和３年度には、渋川中央病院、群
馬県立小児医療センター、横田マタニ
ティホスピタルの３つの医療機関で産後
ケア事業が利用できました。さらに令和
４年度は、群馬県助産師会「すずの音助
産院」の利用もできる予定です。
※利用には医療機関により条件がありますので、
詳細は保健相談センターへお問合せください。

そ　の　後

質　　問

学童の指定管理は３年間だが、職
員の確保等が課題である。期間な
どの検討は

県内の自治体の状況等を今後調査
し検討をしていく

令和３年６月定例会

学童保育所と福祉センターの指定管理の
期間を令和４年度から、５年間としまし
た。ふれあい館は、今後のあり方につい
て検討中のため今までと同様に３年間と
しています。

令和４年度からの各施設の指定管理者は「しんとう
むら議会だより97号の６ページ」をご覧ください。
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改善

しんとうむら議会だより97号を読んだ

この他にも、ページごとに多くの意見や指摘をいただきました。今後の参考にしていきます。

可決と否決を色分けすると分かりやすい

　　　　　　➡P9～P10に反映

採用

「議会とは？」「用語の豆知識」のような
わかりやすく学べるコーナーがあると良い

検討

「クリニック」の意味がよくわからない

モニターの意見

表紙の写真は一文入れて
マスクをはずした写真でも良かったと思う
　　　　　　➡表紙に反映

採用

写真だけでなくキャラクター等を入れ
紙面をやわらかくしたらどうか
　　　　　　➡P20（教えてしんとうちゃん）へ反映

採用

７ページなど、できる限り注釈
を加え説明

採用日付の表記を　　から「 　　　 」に
変えた方がわかりやすい
　　　　　　➡P19～P21の日付に反映

10月27日10/27

千葉さん 岡本さん 小林さん 森さん 岩丸さん 斎藤さん
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今号の
表紙

　
本
年
３
月
か
ら
、
議
会
広
報

常
任
委
員
会
に
須
田
仁
美
議
員

が
加
わ
り
、
委
員
の
半
数
が
女

性
に
な
り
ま
し
た
。
議
会
で

は
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
モ

ニ
タ
ー
を
含
め
て
多
様
な
意
見

を
反
映
さ
せ
て
議
会
だ
よ
り
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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しんとうむら議会だより
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　議会の会期日程や結果について、決定次第議会のホームページに掲載しています。
また、議会のしくみや議会用語などについても説明していますので、ぜひご覧ください。
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綿
帽
子
を
摘
ん
で
い
た

新
１
年
生
。
こ
の
時
だ
け

マ
ス
ク
を
外
し
て
も
ら
い
、

距
離
を
取
っ
て
ズ
ー
ム
で

撮
影
。
愛
く
る
し
い
表
情

を
見
て
、
子
ど
も
達
が
マ

ス
ク
な
し
で
友
達
と
笑
い

合
え
る
日
が
早
く
来
て
ほ

し
い
。
そ
う
願
い
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

た
ん
ぽ
ぽ
ふ
わ
り

ぴ
か
ぴ
か
の
１
年
生

特別
企画

５～11歳　子どもの
新型コロナウイルスの
ワクチン接種を村に聞く！

５～11歳　子どもの
新型コロナウイルスの
ワクチン接種を村に聞く！

接種はどこでで
きますか？Ｑ

渋川市、吉岡町の協力医療機関で接種できま
す。かかりつけ医（他市町村含む）を希望する
場合は、各医療機関へお問い合わせください。

Ａ

Ｑ接種は強制ですか？
強制ではありません。接種を受けない方への接
種の強制や差別、学校や職場等での不公平や不
利益が生じないようお願いします。

Ａ

1 2歳以上と
同様に努力義
務ですか？

Ｑ
努力義務ではありません。また12歳以
上の努力義務も『義務』ではなく、強制
されません。接種の判断は、ご本人（保
護者）の納得の上でお願いします。
※厚生労働省　新型コロナワクチンＱ＆Ａ

Ａ

疑問や不安な
どの問い合わ
せ先は？

Ｑ
接種後に体の異常を感じた時は
ぐんまコロナワクチンダイヤル（0570-783-910）
24時間対応
コロナワクチン全般のお問い合わせは
榛東村コロナワクチン相談窓口（0279-26-2201）
8：30～17：15（土日・祝日を除く）
厚生労働省　新型コロナワクチンコールセンター
(0120-761-770)9：00～21：00(土日・祝日も対応)

Ａ

ワクチン接種以外に気をつ
けることはありますか？Ｑ

手洗いの徹底、消毒、３密の回避、マス
クの着用、こまめな換気などの基本的な
感染予防対策の継続をお願いします。

Ａ

広報しんとう
３月号２・３ページ参照

日本小児科学会
新型コロナウイルス関連情報

厚生労働省
有効性・安全性情報

お
わ
び
と
訂
正

　
前
号
（
第
97
号
）
Ｐ

13
の
齊
藤
将
史
議
員
の

一
般
質
問
に
お
い
て
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
訂
正
し
て
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

〔
誤
〕「
何
年
に
も
渡
っ

て
支
給
が
送
れ
」

➡
〔
正
〕「
何
年
に
も
渡
っ

て
支
給
が
遅
れ
」


